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編  修  趣  意  書 

（学習指導要領との対照表，配当授業時数表） 
                                                                               

※受理番号 学 校 教 科 種 目 学 年 

103－140 高等学校 数学 数学Ⅲ  

※発行者の
番号・略称 

※教科書の 
記号・番号 ※教 科 書 名 

104 数研 数Ⅲ711 最新 数学Ⅲ 

 

１．編修上特に意を用いた点や特色 

 
１ 全体的な留意点 
１ 基礎的・基本的な知識及び技能が確実に理解できるように，平易な具体例による

平明な説明を第一とした。 

２ 学習内容の体系に留意しながら，それらを細分化して展開することで，学習事項

が確実に身につくように配慮した。 

３ 思考力，判断力，表現力を育成できるように，本教科書を使用する生徒の特性を

踏まえた問題を適切に扱うことを心掛けた。 

４ 内容の理解の定着のため，図版やレイアウトなど視覚面での工夫を心掛けた。 

 

 

２ 教科書の特色 
１ 既習の学習内容に関連した項目では，導入にその復習を取り入れるなどして，接

続がスムーズになるように配慮した。 

２ 豊富な具体例を段階的に配置することで，出来る限り広い層の生徒が理解できる

ように留意した。 

３ 重要事項は，適切な箇所に配置し，枠で囲んだり強調したりすることで，基礎的

・基本的な知識及び技能が確実に定着するように配慮した。 

４ 生徒自らが問題に取り組みそれを解決することは，学習内容の確実な定着を図る

だけでなく，新たな学習事項に対して更なる関心や意欲を喚起するものである。そ

のため，本書では，この点に留意し，基本的な問題から標準的な問題を幅広く取り

上げた。 

５ 多色刷のグラフや図を効果的に使い，視覚的にも理解を容易にするように配慮し

た。さらに，色覚の個人差を問わず多くの人が見やすいよう，カラーユニバーサル

デザインに配慮した。また，本文の和文書体として，多くの人が見やすく読みまち

がえにくいデザインの文字（ユニバーサルデザインフォント）を用いた。 
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４ 各章において配慮した点 
第１章 関数 

基本的な関数のうち，｢数学Ⅰ｣，｢数学Ⅱ｣で触れられていない分数関数，無理関数

について，基本形を中心に説明した。また，分数関数のグラフと直線，無理関数の

グラフと直線の共有点の座標を求める方法にも触れた。 

更に，逆関数や合成関数の基本事項も取り上げた。 

第２章 極限  第１節 数列の極限， 第２節 関数の極限 

数列の極限について，極限値が存在する場合，存在しない場合の順に，平易に解説

し，極限の概念の理解を明確にするよう努めた。その際，図版を多用し，理解の一

助とした。無限級数の収束・発散については平易なものに限って，段階を追って扱

った。 

更に，次の章の微分法への準備として，関数の極限とそれに関連した連続の概念に

ついて，直感に基づく平易な解説を行った。 

第３章 微分法とその応用  第１節 導関数， 第２節 微分法の応用 

｢数学Ⅱ｣の既習事項を発展させ，関数の和・差・積・商の導関数に続き，合成関数

・逆関数の微分法や，陰関数，媒介変数で表された関数の導関数について，順を追

って解説した。例題では基本的な関数を扱うように心掛けた。 

更に，基本的な関数を中心に，関数の増減，極大・極小などについて丁寧に解説し

た。 

理論的に厳密な説明は避けて，直感的にわかりやすい説明を心掛けた。 

第４章 積分法とその応用  第１節 不定積分， 第２節 定積分， 

 第３節 積分法の応用 

微分法との関連を重視しながら，基本的な関数を中心に展開した。 

更に，｢数学Ⅱ｣の既習事項を発展させ，面積，体積，道のりなどの量と定積分の関

係も明らかにした。 

また，ここでも，理論的に厳密な説明は避けて，直感的にわかりやすい説明を心掛

けた。 

課題学習 

様々な運用を考慮し，巻末にまとめて取り上げた。 

分数関数のグラフの特徴からその関数の逆関数の求め方を考察したり，ニュートン

法や 2 次の近似式について考察したりと，各章で学習した内容を発展させる課題を

取り上げた。 
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２．対照表 
 
 

 
図書の構成・内容 学習指導要領の内容 該当箇所 配当 

時数  

 

 

第 1 章 関数 (1) 極限 

ア(ｳ)(ｴ)，イ(ｲ) 

6～23 ﾍﾟｰｼﾞ 8 

第２章 極限 
第１節 数列の極限 
第２節 関数と極限 

(1) 極限 

ア(ｱ)(ｲ)，イ(ｱ)(ｳ) 

ア(ｵ)，イ(ｱ)(ｳ) 

24～71 ﾍﾟｰｼﾞ 22 

第３章 微分法とその応用 
第１節 導関数 
第２節 微分法の応用 

(2) 微分法 
ア(ｱ)(ｲ)(ｳ)，イ(ｱ)(ｲ) 

ア(ｴ)，イ(ｲ)(ｳ)， 

内容の取扱い(1) 

72～131 ﾍﾟｰｼﾞ 28 

 第４章 積分法とその応用 
第１節 不定積分 
 
第２節 定積分 
 
第 3 節 積分法の応用 

(3) 積分法 
ア(ｱ)(ｲ)，イ(ｱ)， 

内容の取扱い(2) 
ア(ｱ)(ｲ)，イ(ｱ)， 

内容の取扱い(2) 

ア(ｳ)，イ(ｲ)(ｳ) 

132～189 ﾍﾟｰｼﾞ 28 

 課題学習 [課題学習] 

内容の取扱い(3) 
190～193 ﾍﾟｰｼﾞ 

196～197 ﾍﾟｰｼﾞ 
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計 90 

 ※配当時数について 

配当時数は，教科書紙面の内容を取り上げる時数を想定したものである。実際の授業では，具体的な

事象の考察を通して数学への興味や関心を高め，数学をいろいろな場面で積極的に活用できるように

することが求められており，そのような数学的活動のための時数も考慮する必要がある。 
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編  修  趣  意  書 

（発展的な学習内容の記述） 
                                                                               

※受理番号 学 校 教 科 種 目 学 年 

103－140 高等学校 数学 数学Ⅲ  

※発行者の
番号・略称 

※教科書の 
記号・番号 ※教 科 書 名 

104 数研 数Ⅲ711 最新 数学Ⅲ 

 

ページ 記   述 類型 
関連する学習指導要領の内容 
や内容の取扱いに示す事項 ページ数 

194，195 
 

近似式について考えよう！ 

 

２ 

 

(2) 微分法 ア(ｴ)，イ(ｲ) 

 

２ 

 

 合 計 ２ 

 


